
被災者支援に引き続き全力で取り組みます！

　本年は、元旦より「令和６年能登半島地震」が発生し、射水
市内外において多くの皆さまが被災されました。お亡くなりに
なった方々の御冥福をお祈りするとともに、被害にあわれた全
ての皆様にお見舞い申し上げます。
　被災から、5ヶ月以上が経過し、県内の被害の状況も明ら
かになってきておりますが、特に、液状化による一般家屋の被
害などに対しての支援の難しさが浮き彫りとなっています。
　射水市はもとより、氷見市、高岡市をはじめ県内全体の復
旧復興に向けまして、国会議員の皆様、新田知事や夏野市
長はじめ関係市長の皆様、そして県議会、市議会の皆様が一
丸となって取り組む必要があり、自民党県連の政務調査会長
として、その良き潤滑油、調整役となり、被災者一人ひとりに寄
り添った支援に引き続き取り組んでいきたいと考えています。

県人口は100万人割れ、人口減少対策は待ったなし！
　
 富山県の推計人口は、令和６年４月１日現在で99万9,476
人となり、ついに100万人を割り込みました。婚姻数や出生者
数は過去最少を更新し、また若者の県外流出にも歯止めが
かかっていません。人口減少を抑制する取り組みを一層強化
する必要があることは言うまでもありませんが、一方で、人口
減少下であっても成長し、持続する富山県となるよう、人口減
少を前提とした社会に県の構造を転換していく必要性を感じ
ています。
 目覚ましい進歩を今なお遂げ続けているデジタル技術やロ
ボット・AIなどのテクノロジーの力を社会経済システムに大胆
に組み込み、教育の改革などを含めて「ヒトへの集中投資」を
行うことにより、人口減少下であっても、これまで以上に豊か
で、幸福度の高い富山県を作ることは可能と考えます。
 こうした背景を踏まえて、私たち自民党議員会が主張してい

るのが県立高校再編議論に際しての教育改革の議論です。
これまでの教育では、人口増加、高度成長、大量生産大量消
費社会を前提とし、同質性や均質性を重視してきましたが、
AIなどの発達により、今後、人間が担う役割が大きく変わる
中、多様性や一人ひとりの主体性を重視した教育への転換
が求められており、こうした教育改革の視点をしっかりと踏ま
え、これまでの延長線ではない高校教育の実現を目指し、
しっかりとした議論を求めていきたいと考えています。

未来への責任を果たしていきます！

 政務調査会長として2年の任期をいただいており、今年度は
2年目となります。これまで以上に、県民の皆様の声に耳を傾
け、喫緊の課題である震災からの復興に関係者一丸となって
取り組むとともに、教育をはじめとする未来に向けての重要な
課題については、知事当局としっかりと議論を交わし、県政を
良い方向へダイナミックに動かしていくための努力をしていき
たいと思います。引き続きのご指導ご鞭撻をよろしくお願いい
たします。

幸せな未来のために
“真っ直ぐに”

永森直人
県議会通信
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ナガモリナオト で検索

令和６年能登半島地震の県内の被害状況としては、住家被害は全壊
238件（射水13件）、半壊711件（射水48件）、一部損壊15,807件（射水
2,428件）であり、その他、道路や上下水道などの社会インフラ、また土
地改良施設や漁港・漁具など農林水産基盤、企業の生産設備などに多大
な影響が出ています。

 特に住家被害では、液状化による被害が大きい場合においても、その
復旧に十分な支援が出ないケースが多く、先が見通せず、依然として不
安な日々を送っておられる方々も多いのが実情です。

 政務調査会としても、被災市の意見を丁寧に聞き取りながら、県に対
し、きめ細かな対策を求めるとともに、十分な支援ができるように、特
別交付税などの自由度の高い財源の確保を国に求めており、2月には自民党本部を訪問し、県選出の国会議
員の皆様とともに渡海政調会長へ要望してきました。

１震災復興に向けて

県政
レポ
ート

太閤山ランドの新たな魅力向上のために県が公募していた「県民公
園太閤山ランド民間活力導入事業（Park-PFI）」の設置事業者が、株式
会社北陸園芸（石川県能美市）に決定し、その概要が公表されました。

メインとなるアクティビティは、『立山連峰を望みながら、池の上を
飛ぶジップライン』です。この他、難易度の異なる（家族向け・若者向
け）２つのツリートップアドベンチャーの設置や、「赤い屋根ギャラ
リー」の改装・ギャラリー周辺におけるドッグランやローズガーデン
の設置が予定されています。

開業予定は、最短で令和7年4月です（延期となる可能性あり）。

２ 太閤山ランドに新たなアクティビティ～池の上を飛ぶジップラインが開業へ～

交通量が多く、また踏切が近いことから、右折車が滞留する時間
帯には著しい渋滞が見られましたが、右折レーンと右折信号が設置
され、一定の渋滞緩和がなされました。

３地域の声を形に！旧8号線一番町交差点に右折レーンと右折信号設置

（一番町交差点）

知事折衝

（写真はイメージ）

〈略歴〉
生年月日／昭和 50 年１月 20 日生まれ
住　　所／射水市三ケ
経　　歴／小杉小学校、小杉中学校、高岡南高校、
　　　　　東京都立大学経済学部卒業
家　　族／妻、長男、次男

平成９年４月  富山県庁入庁
ロシア・ウラジオストク派遣留学、広報課、高齢福祉課では
特別養護老人ホームの待機者対策などの施策に取り組む。
平成22年９月  富山県庁退職
平成23年４月  富山県議会議員に初当選（現在４期目）

主な役職
自民党富山県連政務調査会長 自民党射水市連合支部支部長
自民党小杉連合支部支部長 射水市消防団南部方面団団長
保護司（射水市保護司会） 小杉まちづくり協議会会長
NPO 法人日本応急手当普及員協会顧問　（令和６年１月現在）

49
歳

（渡海政調会長への要望）

❶ ❹



　今
回
の
地
震
に
お
け
る
現
在（
Ｒ
６
．２
．２

８
時
点
）の
県
内
に
お
け
る
被
害
状
況
や
被
害

額
を
問
う
。

（
知
　事
）

液
状
化
現
象
の
影
響
も
あ
り
、１
万
２
千
件

を
超
え
る
家
屋
が
損
壊
、公
共
イ
ン
フ
ラ
関
係

は
、道
路
、河
川
、港
湾
等
の
公
共
土
木
施
設
で

は
計
2
8
8
箇
所
、土
地
改
良
施
設
や
漁
港
等

の
農
林
水
産
関
係
で
は
計
2
、5
0
1
箇
所
の

被
害
が
確
認
さ
れ
た
。

水
産
業
施
設
等
の
早
期
復
旧
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
、漁
業
関
係
者
へ
の
再
建
支

援
を
含
め
た
本
県
水
産
業
の
復
興
に
向
け
た

取
組
み
と
あ
わ
せ
て
問
う
。

（
農
林
水
産
部
長
）

県
で
は
、発
災
直
後
、応
急
工
事
を
速
や
か
に

実
施
す
る
と
と
も
に
、被
災
し
た
漁
業
関
係
者
の

再
建
支
援
と
し
て
は
、被
害
を
受
け
た
漁
船
・
漁

具
の
取
得
費
等
の
４
分
の
３
を
支
援
す
る
た
め

の
費
用
４
億
５
百
万
円
の
ほ
か
、漁
業
近
代
化
資

金
の
融
資
枠
を
拡
充
す
る
予
算
を
、２
月
補
正

予
算
に
お
い
て
専
決
処
分
し
た
。

さ
ら
に
、「
海
底
地
す
べ
り
」や「
海
洋
ご
み
」の

発
生
な
ど
、海
洋
環
境
の
悪
化
も
懸
念
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、国
の
予
算
も
活
用
し
、海
底
地
形

や
底
質
の
調
査
、海
洋
ご
み
の
処
理
な
ど
も
併
せ

て
進
め
る
。

同
一災
害
に
よ
る
被
災
者
や
事
業
者
等
に

対
し
、同一の
支
援
が
な
さ
れ
る
よ
う
、国
に
強

く
働
き
か
け
る
べ
き
。

（
知
　事
）

被
災
者
支
援
は
待
っ
た
な
し
で
あ
る
た
め
、の

社
会
を
目
指
し
て
、定
住
人
口
対
策
と
併
せ
て
、

関
係
人
口
対
策
を
重
点
テ
ー
マ
に
位
置
付
け
、議

論
を
深
め
て
い
く
。

 

Ｊ
Ｒ
城
端
線
・
氷
見
線
の
鉄
道
資
産
の
譲

渡
に
つ
い
て
、一部
沿
線
市
長
か
ら
無
償
譲
渡

が
望
ま
し
い
と
の
声
が
出
て
い
る
が
、こ
の
課

題
に
対
し
知
事
と
し
て
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で

臨
む
の
か
、今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
交
渉
に

向
け
た
意
気
込
み
と
あ
わ
せ
て
問
う
。

（
知
　事
）

JR
西
日
本
が
所
有
し
て
い
る
城
端
線
・
氷
見
線

の
鉄
道
用
地
、駅
な
ど
の
鉄
道
資
産
の
あ
い
の
風

と
や
ま
鉄
道
へ
の
譲
渡
に
つ
い
て
は
、利
便
性
や

快
適
性
の
向
上
に
向
け
た
取
組
み
と
と
も
に
、計

画
の
実
現
に
向
け
た
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、

計
画
認
定
後
の
次
な
る
ス
テ
ッ
プ
と
考
え
て
い

る
。城

端
線
・
氷
見
線
の
再
構
築
に
つ
い
て
は
、事

業
主
体
の
変
更
後
も
な
お
約
７
億
円
の
収
支
差

（
赤
字
）が
見
込
ま
れ
る
。ま
た
、JR
西
日
本
が
拠

出
す
る
1
5
0
億
円
は
、利
便
性
・
快
適
性
の
向

上
や
、事
業
主
体
変
更
後
の
経
営
安
定
支
援
の

た
め
に
有
効
に
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。沿
線
市
長
の
意
向
も
踏
ま
え
、今
後

の
JR
西
日
本
と
の
協
議
に
臨
ん
で
い
く
。

富
富
富
の
栽
培
面
積
を
令
和
10
年
度
に
１

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
す
る
目
標
の
実
現
に
向
け
、

生
産
拡
大
や
普
及
促
進
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
、所
見
を
問
う
。

（
横
田
副
知
事
）

２
月
５
日
の
富
富
富
戦
略
推
進
会
議
に
お
い

て
、令
和
10
年
に
１
万
h
a
と
い
う
生
産
目
標
を

決
定
し
た
。令
和
５
年
産
で
は
水
稲
全
体
の
約

５
％(

1
、6
4
0
h
a)

と
い
う
作
付
割
合
を
約

３
割
へ
と
、コ
シ
ヒ
カ
リ
と
同
程
度
の
生
産
を
目

指
し
、生
産
面
と
販
売
面
の
対
策
を
実
施
し
て
い

く
。生

産
面
で
は
、JA
等
の
乾
燥
調
製
施
設
で
の
富

富
富
受
入
体
制
の
拡
充
を
進
め
て
お
り
、来
年
度

か
ら
は
５
JA
か
ら
７
JA
に
拡
大
し
、さ
ら
に
計
画

的
な
拡
大
を
支
援
す
る
。必
要
な
種
子
に
つ
い
て

は
、採
種
ほ
場
の
計
画
的
な
拡
大
対
策
を
実
施

す
る
。さ
ら
に
、省
力
化
や
低
コ
ス
ト
化
が
可
能

な
湛
水
直
播
栽
培
の
技
術
確
立
に
向
け
、令
和

５
年
か
ら
栽
培
実
証
も
行
っ
て
お
り
、ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
生
産
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
。

豪
雨
災
害
の
さ
ら
な
る
激
甚
化
・
頻
発
化

が
懸
念
さ
れ
る
中
、今
後
ど
の
よ
う
な
考
え

方
の
も
と
ダ
ム
の
防
災
操
作
を
行
う
の
か
問

う
。（

土
木
部
長
）

昨
年
６
、７
月
の
県
の
白
岩
川
ダ
ム
と
和
田
川

ダ
ム
の
異
常
洪
水
時
防
災
操
作
、い
わ
ゆ
る「
緊

急
放
流
」で
、情
報
提
供
に
課
題
が
残
っ
た
。

議
員
か
ら
予
備
放
流
の
徹
底
な
ど
の
ご
提
案

を
い
た
だ
い
た
が
、昨
年
の
線
状
降
水
帯
等
に
よ

る
降
雨
が
予
測
に
基
づ
い
て
大
雨
の
際
に
実
施
す

る
事
前
放
流
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

白
岩
川
・
和
田
川
の
両
ダ
ム
で
は
、洪
水
の
予
測

さ
れ
る
６
月
か
ら
９
月
ま
で
の
出
水
期
に
、利
水

者
の
水
が
め
と
し
て
確
保
さ
れ
て
い
る
利
水
容
量

の
う
ち
、利
水
上
可
能
な
範
囲
で
ダ
ム
の
水
位
を

予
め
低
下
さ
せ
、治
水
容
量
を
確
保
す
る
暫
定

措
置
が
採
れ
な
い
か
、現
在
、利
水
者
と
調
整
を

行
っ
て
い
る
。
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昨
年
7
月
の
豪
雨
災
害
時
、和
田
川
ダ
ム

が
緊
急
放
流
に
至
り
、下
流
域
で
の
水
位
の
急

激
な
上
昇
が
起
き
た
。

県
で
は
、今
回
は
じ
め
て
、洪
水
リ
ス
ク
が
高

ま
る
時
期
に
、可
能
な
範
囲
で
ダ
ム
水
位
を
下

げ
て
お
く
こ
と
を
利
水
者
と
調
整
す
る
と
答
弁

し
、緊
急
放
流
に
よ
る
洪
水
リ
ス
ク
へ
の
住
民

の
懸
念
に
理
解
を
示
し
た
。

総
合
教
育
会
議
の
場
に
お
い
て
、県
立
高

校
再
編
の
議
論
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
、所
見
を
問
う
。

（
知
　事
）

今
年
度
末
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
る
検
討
会
議

の
提
言
を
踏
ま
え
、来
年
度
の
総
合
教
育
会
議

に
お
い
て
、地
域
や
産
業
界
、保
護
者
の
代
表
の

方
等
に
出
席
い
た
だ
き
、幅
広
く
意
見
を
伺
い
な

が
ら
、県
立
高
校
の
あ
り
方
に
関
す
る
基
本
方

針
や
新
し
い
学
科
・コ
ー
ス
の
開
設
等
に
つ
い
て
、

丁
寧
に
議
論
を
進
め
た
い
。

地
域
協
議
会
に
つ
い
て
は
、教
育
委
員
会
に
、

他
県
の
地
域
協
議
会
の
設
置
状
況
等
に
つ
い
て

研
究
し
て
も
ら
っ
て
き
た
が
、本
県
と
他
県
で
は
、

地
理
的
条
件
や
公
共
交
通
機
関
の
あ
り
方
、県

立
高
校
の
学
校
数
、公
私
比
率
の
設
定
な
ど
の

状
況
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
留
意
す
る
必

要
が
あ
る
。地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
丁
寧
に
ご
意
見

を
伺
う
場
を
持
つ
こ
と
は
意
義
深
い
と
考
え
て
い

る
。今
後
と
も
、こ
ど
も
ま
ん
な
か
の
視
点
に
立
っ

て
、高
校
教
育
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

県
立
高
校
の
教
育
に
つ
い
て
の
課
題
や
変

革
の
必
要
性
を
ど
う
認
識
し
、県
立
高
校
再

編
を
契
機
と
し
て
ど
の
よ
う
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
、所
見
を
問

う
。（

知
　事
）

今
年
度
、県
立
高
校
教
育
振
興
検
討
会
議
に

お
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、例
え
ば
、普
通

系
学
科
で
は「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
や
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
対
応
す
る
た
め
、英
会
話
力
を
高
め
探
究

活
動
に
取
り
組
む
」学
科
、工
業
科
で
は「
工
業

デ
ザ
イ
ン
や
防
災
に
つ
い
て
学
ぶ
」学
科
の
新
設

な
ど
が
示
さ
れ
た
。

来
年
度
は
、こ
う
し
た
具
体
的
な
学
科
の
見

直
し
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、様
々

な
学
科
構
成
と
学
校
規
模
の
掛
け
算
で
様
々
な

バ
リ
エ
ー
ション
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
県
立

高
校
の
配
置
や
、様
々
な
タ
イ
プ
の
学
校
・
学
科

の
検
討
も
進
め
て
い
く
。

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
り
、こ
の
よ
う
な
社
会
の
実
現
に

向
け
、課
題
を
ど
の
よ
う
に
整
理
し
て
予
算
化

し
た
の
か
、事
業
に
込
め
た
思
い
や
狙
い
と
あ

わ
せ
て
所
見
を
問
う
。

（
知
　事
）

こ
ど
も
は
社
会
の
宝
で
あ
り
、未
来
を
拓
く
光

で
あ
る
。私
は
、こ
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
、ま
た
、思
い
描
い
た
生
活
や
夢
を
実
現
で

き
る
、さ
ら
に
、郷
土
の
先
人
か
ら
受
け
継
が
れ

て
き
た
豊
か
な
富
山
を
、将
来
の
世
代
に
手
渡
し

た
い
と
い
う
思
い
を
持
ち
続
け
て
い
る
。こ
れ
は
、

私
が
４
年
前
に
発
表
し
た
政
策
集
の
締
め
く
く

り
の
言
葉
で
あ
る
。私
が
政
治
家
に
な
っ
た
初
心

で
あ
り
、大
切
に
し
て
い
る
。

こ
の
思
い
を
実
現
す
る
た
め
、希
望
す
る
誰
も

が
安
心
し
て
こ
ど
も
を
産
み
、育
て
る
こ
と
が
で

き
、子
育
て
に
喜
び
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き

る
、そ
う
し
た
環
境
の
下
で
、こ
ど
も
が
健
や
か

に
幸
せ
な
状
態
で
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、こ
ど
も
を
取
り
巻
く
あ
ら
ゆ
る
環
境
を
視
野

に
入
れ
、社
会
全
体
で
こ
ど
も
を
支
え
合
う「
こ

ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」を
築
き
上
げ
た
い
。

災
害
時
に
お
け
る
災
害
廃
棄
物
の
処
理
体
制

を
再
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、所

見
を
問
う
。 

（
生
活
環
境
文
化
部
長
）

今
回
の
地
震
で
は
、７
市
１
町
に
お
い
て
発
災

後
、迅
速
に
仮
置
場
が
設
置
さ
れ
、民
間
事
業
者

と
連
携
し
て
、概
ね
順
調
に
災
害
廃
棄
物
の
処

理
が
進
ん
で
い
る
。

今
後
、県
と
し
て
は
、現
行
の
計
画
内
容
や
ご

指
摘
の
民
間
事
業
者
団
体
と
の
災
害
廃
棄
物
の

処
理
等
に
関
す
る
支
援
協
定
の
検
証
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。初
め
て
と
言
え
る
今
回
の
経
験
も

踏
ま
え
、よ
り
円
滑
な
災
害
廃
棄
物
処
理
に
つ
い

て
意
見
交
換
す
る
。ま
た
、外
部
有
識
者
等
に
よ

る
地
震
対
応
の
検
証
会
議
で
の
ご
意
見
や
、石
川

県
の
対
応
状
況
も
参
考
に
、大
規
模
災
害
時
の

廃
棄
物
処
理
体
制
の
強
化
と
実
効
性
の
確
保
に

つ
な
が
る
よ
う
、取
り
組
ん
で
い
く
。

人
口
減
少
社
会
の
到
来
を
受
け
止
め
つ

つ
、そ
れ
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、知
事
が
意

欲
を
示
す「
新
し
い
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
」の

構
築
に
つ
い
て
、中・長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

（
知
　事
）

議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、昨
日
公
表
さ
れ
た
厚

生
労
働
省
の
人
口
動
態
統
計（
速
報
値
）で
は
、

本
県
の
2
0
2
3
年
の
出
生
数
は
5
、8
5
9

人
と
６
千
人
を
下
回
り
、11
年
連
続
で
減
少
し

た
。出
生
数
と
相
関
関
係
の
あ
る
婚
姻
数
も
過

去
最
少
と
な
っ
て
お
り
、本
県
の
少
子
化
の
状
況

は
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
と
受
け
止
め
て
い
る
。

令
和
６
年
度
の
成
長
戦
略
会
議
に
お
い
て
は
、

人
口
減
少
社
会
を
乗
り
越
え
、人
口
が
減
少
し

て
も
県
民
の
皆
さ
ん
が
豊
か
な
暮
ら
し
が
で
き
る

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に
向
け
た
方
向

性
や
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、改
定
に
向
け
た
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
あ
わ
せ
て
問
う
。

（
知
　事
）

県
庁
内
会
議
で
は
、職
員
の
参
集
や
初
期
の
災

害
対
策
本
部
体
制
に
つ
い
て
、市
町
村
会
議
で

は
、住
民
の
避
難
行
動
や
避
難
所
の
開
設
・
運

営
、物
資
の
備
蓄
等
に
つ
い
て
の
意
見
が
多
く
上

がっ
た
。ま
た
、職
員
が
石
川
県
の
１
．５
次
避
難

所
を
視
察
し
、「
介
護
な
ど
の
ケ
ア
体
制
が
整
っ

た
避
難
所
の
必
要
性
を
実
感
し
た
。」と
の
報
告

を
受
け
て
い
る
。今
後
、こ
れ
ら
の
課
題
等
を
整

理
し
て
、災
害
対
応
の
検
証
を
行
う
。

で
き
る
だ
け
地
震
の
記
憶
が
鮮
明
な
う
ち
に
、

災
害
へ
の
意
識
と
地
震
発
生
時
の
行
動
な
ど
を

把
握
す
る
た
め
の
県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
い
。

ま
た
、発
災
直
後
の
人
流
デ
ー
タ
に
基
づ
く
住

民
の
避
難
行
動
の
検
証
調
査
や
、外
部
有
識
者

等
に
よ
る
地
震
対
応
の
検
証
会
議
を
開
催
し
、

各
種
計
画
や
マニュ
ア
ル
等
を
総
点
検
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

 

今
回
の
地
震
を
受
け
、県
の
役
割
の
整
理

や
民
間
活
力
の
導
入
な
ど
も
含
め
、大
規
模

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
の
対
象
と
な
ら
な

い
半
壊
世
帯
に
対
し
県
独
自
に
支
援
す
る
ほ
か
、

今
回
の
液
状
化
被
害
を
受
け
、住
宅
の
耐
震
化

補
助
金
の
対
象
に
新
た
に
基
礎
強
化
工
事
を
加

え
る
こ
と
と
し
た
。

市
町
村
と
連
携
し
て
被
災
者
に
寄
り
添
っ
た

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、国
に
対
し
、被
害
に
応

じ
た
公
平
な
支
援
が
本
県
の
被
災
者
に
行
わ
れ

る
よ
う
、引
き
続
き
県
議
会
と
と
も
に
強
く
求
め

て
い
き
た
い
。

液
状
化
に
よ
る
県
内
の
被
害
状
況
を
県
と

し
て
詳
細
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、被
災
自
治

体
や
国
と
も
綿
密
に
情
報
交
換
し
な
が
ら
、

液
状
化
対
策
の
さ
ら
な
る
充
実
に
取
り
組
む

べ
き
。

（
知
　事
）

液
状
化
被
害
の
深
刻
さ
を
鑑
み
、住
宅
耐
震

化
の
支
援
制
度
を
拡
充
し
、地
盤
改
良
な
ど
の

建
物
の
基
礎
補
強
工
事
に
も
使
え
る
よ
う
、被
災

市
と
と
も
に
準
備
を
進
め
て
い
る
。県
議
会
と
連

携
し
な
が
ら
、財
政
支
援
を
国
に
対
し
働
き
か
け

る
な
ど
、液
状
化
対
策
の
更
な
る
充
実
に
向
け
、

取
り
組
ん
で
い
く
。

知
事
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、被

災
し
た
近
隣
県
と
も
連
携
し
、ま
た
、財
政
基

盤
の
弱
い
基
礎
自
治
体
に
も
十
分
配
慮
し
な

が
ら
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、今
後
の
見

通
し
と
意
気
込
み
に
つ
い
て
問
う
。

（
知
　事
）

国
制
度
の
柔
軟
な
運
用
や
特
別
交
付
税
措
置

な
ど
被
災
自
治
体
への
十
分
な
財
政
支
援
に
つ
い

て
、全
国
知
事
会
や
近
隣
県
と
も
連
携
し
て
対

応
し
て
い
く
。

こ
れ
か
ら
の
復
旧
・
復
興
の
フェ
ー
ズ
に
は
、中

長
期
的
に
技
術
職
員
等
を
確
保
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、国
や
全
国
知
事
会
に
こ
う

いっ
た
応
援
職
員
の
派
遣
を
要
請
し
検
討
い
た
だ

い
て
い
る
。

令
和
６
年
2
月
28
日
㈬
代
表
質
問

問 

と
や
ま
の
未
来
創
生
を
深
化

さ
せ
る
取
組
み
に
つ
い
て

問 

地
域
経
済
の
活
性
化
と
安
全
・

安
心
な
暮
ら
し
の
実
現
に
向
け
て

答答 問問問 問

答

答

答

答

答 答問

答問

答答

答答

問問

問

問

答 問

問 問

問

問 
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
つ
い
て

問

明
日
を
拓
く
人
づ
く
り
に
つ
い
て

❸ ❷


